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■棚ＰＯＷＥＲを使用している取引先に棚割モデルを渡したい 

 

棚割モデル情報を渡すことで、取引先でも棚割を再現し、 

編集作業をすることができます。 

 

また棚割モデル情報は「配置情報（陳列データ）」となるため、 

商品も含めて棚割を再現するためには商品情報や商品画像を同時に

出力する必要があります。 

 

今回は取引先に渡す棚割モデルと陳列商品のデータを出力する手順

を説明します。 

 

1. [データ移行]タブ - [エクスポート]をクリックします。 

 

 
 

2. [処理方法の選択]より「新規にエクスポートする」を選択して

［次へ］をクリックします。 

 

「お気に入り」を選択すると、過去に設定、 

保存した設定を呼び出して使用することができます 

 
 

詳細はP.13を参照してください。 

 

3. 「商品情報」「商品画像」「棚割モデル情報」を選択して、

［次へ］をクリックします。 
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4. [エクスポート条件の選択]より、 

「棚割モデル情報で絞り込む」を選択します。 

 

[詳細設定]よりエクスポートする際の条件を設定します。 

 
 

5. 今回は特に条件は必要ないので、初期値のまま下記にて設定し

ます。 

 

データ選択：有効情報 

更新日：全て 

詳細設定：全て無効 

新製品/発売中止：無効 

 

詳細についてはP.10を参照してください。 

 
 

6. ［次へ］をクリックします。 

 
 

7. [棚割モデル選択]から出力したい棚割モデルを選択して、 

[次へ]をクリックします。 
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8. 「対象商品情報に仮置き商品も含める」を有効にすると、 

仮置情報内の商品も出力する商品情報に含めることができま

す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. [詳細設定]でエクスポートする際の条件を設定します。 

各項目の設定が完了すれば［設定］をクリックします。 

 

※詳細はP.10～12を参照してください。 

 

 

[実行]をクリックし、フォルダーの参照画面より出力先フォル

ダーを指定して、エクスポートを実行します。 

 

これで取引先に渡す棚割モデルと陳列商品のデータの出力がで

きました。 


